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病
院
だ
よ
り

病院だより No.62

『背骨の治療について①』

　

昨
年
春
の
広
報
で
は
膝
の
人
工
関
節

手
術
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
人
工

関
節
手
術
は
患
者
さ
ん
の
満
足
度
が
高

く
、
毎
年
10
人
前
後
の
方
が
手
術
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
事
情

が
少
し
異
な
る
の
が
背
骨
の
治
療
で

す
。
今
月
と
来
月
の
２
回
に
分
け
て
、

こ
の
領
域
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

背
骨
の
手
術
と
聞
く
だ
け
で
恐
怖
感

を
感
じ
る
方
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
脊
髄
が
中
を
通
っ
て
い
て
「
そ
の

太
い
神
経
の
辺
り
を
手
術
す
る
？
」
そ

う
考
え
る
だ
け
で
も
お
っ
か
な
い
感

じ
が
し
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
脊
椎
脊

髄
専
門
医
は
日
々
こ
の
領
域
の
手
術
に

携
わ
っ
て
お
り
、
旅
客
機
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
同
じ
で
、
そ
れ
は
長
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
経
験
を
経
て
安
全
に
運
用
で
き

る
能
力
を
学
会
が
認
証
し
て
い
る
ド
ク

タ
ー
に
な
り
ま
す
。
専
門
医
の
資
格
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
た
上
で

は
、「
怖
い
、
恐
ろ
し
い
、
危
険
だ
」

と
い
う
先
入
観
・
拒
否
感
は
少
し
和
ら

げ
て
み
て
下
さ
い
。

　

む
し
ろ
背
骨
の
手
術
の
本
質
的
な
難

し
さ
は
こ
ち
ら
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
言
う
の
は
、
患
者
さ
ん
は
痛
み

や
し
び
れ
な
ど
の
つ
ら
い
症
状
を
取
っ

て
欲
し
く
て
病
院
を
受
診
し
、
そ
の
究

極
の
手
段
と
し
て
手
術
が
あ
る
と
普

通
位
置
づ
け
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

「
え
っ
？ 

違
う
の
？
」
と
い
う
声
が
す

ぐ
に
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
患

者
さ
ん
の
お
気
持
ち
は
汲
ん
だ
上
で
医

師
は
も
う
一
つ
違
う
視
点
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
と
な
る
の
が
、
大
切
な
脊

髄
が
中
を
走
っ
て
い
る
と
い
う
背
骨
の

独
特
の
特
徴
に
あ
り
ま
す
。
神
経
は
一

旦
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
回
復
し

に
く
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
痛

い
・
し
び
れ
る
と
言
っ
た
患
者
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
な
い
訳
で
は
な
い
の
で

す
が
、
も
っ
と
弱
い
立
場
に
あ
っ
て
声

を
上
げ
ら
れ
な
い
神
経
の
立
場
を
医
師

は
聞
き
取
ろ
う
と
す
る
の
で
す
。

　

ハ
ン
マ
ー
で
膝
下
を
叩
い
て
ぴ
ょ
こ

ん
と
足
が
跳
ね
上
が
る
の
を
み
た
り

（
腱
反
射
）、
筆
の
よ
う
な
も
の
で
く
す

ぐ
っ
た
い
こ
と
を
さ
れ
た
り
（
知
覚

障
害
の
検
査
）。
医
師
は
神
経
が
弱
っ

て
き
て
い
な
い
か
詳
細
に
診
て
い
き
ま

す
。
し
び
れ
や
痛
み
が
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
つ
ら
い
症
状
で
あ
る
こ
と
は
当

然
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
重
篤
な

神
経
障
害
の
前
兆
が
生
じ
て
い
な
い
か

を
慎
重
に
診
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
背
骨
の
障
害
の
最
も

重
篤
な
姿
は
、
痛
み
や
し
び
れ
で
は
な

く
重
篤
な
神
経
障
害
に
あ
る
か
ら
で

す
。
車
い
す
生
活
に
な
り
（
両
下
肢
麻

痺
）
自
力
で
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
、

排
泄
の
調
節
も
難
し
く
な
り
（
膀
胱
直

腸
障
害
）、
便
は
誰
か
に
指
を
入
れ
て

掻
き
出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
く

な
っ
た
り
（
摘
便
）、
知
覚
障
害
の
た

め
床
ず
れ
が
で
き
る
と
感
染
し
て
異
臭

を
放
っ
た
り
、
痛
い
・
し
び
れ
ど
こ
ろ

で
は
な
い
、
人
生
設
計
が
狂
う
よ
う
な

事
態
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

１
．

背
骨
の
手
術
は
危
険
？

２
．

手
術
の
目
的
が
患
者
さ

ん
と
医
師
で
少
し
異
な
る
？

３
．

手
術
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

と
い
う
問
題

　
「
一
旦
重
い
障
害
を
生
じ
て
し
ま
う

と
回
復
が
難
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
す
る
と
手
遅
れ
に
な

る
一
線
が
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
ま

す
。
こ
れ
も
手
術
の
目
的
に
「
神
経
を

守
る
」
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
脊
椎
外
科
の
特

徴
と
な
り
ま
す
。

誰
し
も
手
術
な
ど

受
け
た
く
な
い
気

持
ち
が
働
き
ま
す
。
し
か
し
背
骨
の
領

域
で
は
専
門
医
が
勧
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
大
き
く
外
し
て
し
ま
う
と
、
手
遅
れ

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
術
後
の
回
復
が

思
う
よ
う
に
得
ら
れ
な
い
結
果
を
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
背
骨
の
治
療
で
は
痛
み
や

し
び
れ
な
ど
の
つ
ら
い
症
状
だ
け
で
論

じ
ら
れ
ず
、
中
を
通
る
神
経
の
障
害
を

く
い
止
め
る
と
い
う
（
患
者
さ
ん
に
は

実
感
し
に
く
い
）
も
う
一
つ
の
側
面
が

あ
る
こ
と
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
次
回
は
、
背
骨
が
傷
ん
で
い
き
年

と
と
も
に
体
が
不
自
由
に
な
る
方
を
ど

う
救
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
（
文
責　

整
形
外
科　

橋
本
）
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こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

腸活のススメ ～腸は第２の脳！？～

【問い合せ先】福祉課ふれあい係　☎（２）１７２８【直通】

　
“婚
活
”
や
“終
活
”
と
同
じ
よ
う
な

言
い
方
で
「
腸
活
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
腸
活
」
は
、

腸
に
良
い
こ
と
・
腸
内
環
境
を
整
え
る
生

活
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
腸

内
環
境
が
悪
く
な
る
と
、
全
身
の
免
疫
力

が
低
下
し
、
風
邪
を
引
き
や
す
い
、
疲
れ

や
す
い
、
肌
が
荒
れ
る
等
の
症
状
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は

腸
と
脳
の
関
連
が
深
く
、
腸
は
自
律
神
経

を
整
え
る
ホ
ル
モ
ン
（
セ
ロ
ト
ニ
ン
）
を

作
り
出
し
、
血
圧
の
安
定
や
、
食
欲
や
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
年

齢
を
重
ね
る
と
、
善
玉
菌
が
減
少
す
る
た

め
、
こ
の
善
玉
菌
を
い
か
に
維
持
す
る
か

と
い
う
の
が
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

★
食
べ
物
の
消
化
時
間
は
、
大
腸
で
約
24

～
48
時
間
か
か
り
、
大
腸
の
細
胞
は
約
10

日
で
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
毎
日
排
便
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
腸
内
細
菌
の
入
れ
替

わ
り
が
少
な
い
た
め
、
新
し
い
腸
粘
膜
が

作
り
変
え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

★
腸
内
細
菌
は
、
腸
内
の
働
き
方
の
違
い

に
よ
っ
て
善
玉
菌
・
日
和
見
菌
・
悪
玉
菌

の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も

善
玉
菌
は
食
物
繊
維
が
大
好
物
で
す
。
食

事
か
ら
摂
取
し
た
食
物
繊
維
は
、
善
玉
菌

に
よ
っ
て
分
解
・
発
酵
さ
れ
、「
短
鎖
脂

肪
酸
」
を
産
生
し
ま
す
。
こ
の
「
短
鎖
脂

肪
酸
」
は
、
血
液
に
の
っ
て
全
身
に
運
ば

れ
て
脳
や
脂
肪
細
胞
の
受
容
体
に
働
く
た

め
、
肥
満
改
善
の
カ
ギ
と
な
る
食
欲
の
抑

制
効
果
や
血
糖
変
動
を
小
さ
く
し
て
イ
ン

ス
リ
ン
の
効
き
を
良
く
す
る
体
に
変
え
て

く
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

★
便
秘
の
原
因
は
、
①
腸
の
ぜ
ん
動
運
動

が
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
な
い 

②
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
腸
管
の
緊
張 

③
便
意
を
感
じ

に
く
く
な
る
こ
と 

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

運
動
や
食
生
活
で
改
善
し
な
い
場
合
は
、

無
理
を
せ
ず
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

○
腸
に
効
く
！
善
玉
菌
を
増
や
す
食
事
の

工
夫　

～
腸
は
何
歳
か
ら
で
も
若
返
り
が

可
能
で
す
～

　

腸
内
環
境
は
、
毎
日
の
食
事
や
運
動
で

作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野
菜
は

１
日
３
５
０
ｇ
食
べ
る
と
食
物
繊
維
の
60

～
70
％
を
摂
取
で
き
、
善
玉
菌
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
便
の
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
食
事
内
容
を
見
直
し
、
い

つ
ま
で
も
若
く
て
元
気
な
腸
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

□便が硬くて気持ちよく出ない
□肉食や外食がとても多い
□おならや排便後のにおいがきつい
□牛乳や乳製品が苦手・あまり食べない
□野菜が苦手・あまり食べない
□運動不足が気になる

※当てはまる項目が少なくなるよう心がけま
しょう。

バナナ

くだもの

こんにゃく
きのこ類

いも類

ブロッコリー

豆類

キャベツ

たまねぎ

海藻類

寒天

とうもろこし

玄米・雑穀

納豆

酒かす

味噌
ぬか漬け

ヨーグルト

腸
に
関
す
る
プ
チ
情
報

腸
に
関
す
る
プ
チ
情
報

善玉菌を腸に直接届け、有害菌の
活動を抑えます。

プロバイオティクス食材

善玉菌を増殖・活性化し、腸内環
境を整えます。

プレバイオティクス食材
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令和 4 年令和 4 年  　  　月月33
日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

2月 27 283月 1 2《ひなまつり》 3 4 5
＋循環器内科外来
●運転免許更新時講習

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・初回　10 時
・優良　13 時
・一般　13 時 45 分
・違反　15 時

6 7 8《町内回覧日》 9 10 11 12
○雄信内保育所開放
★はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○こども園開放
★おでかけサロン

［老人福祉センター］
10 時～

+ 眼科外来 ○天塩中学校卒業式

13 14 15 16 17 18 19
★はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

★しゃっきりサロン
［てしお温泉夕映］

13 時～

★いきいきサロン
［ 雄 信 内 支 所 ］

10 時～

○啓徳小学校卒業式 ○天塩小学校卒業式

20《春分の日》 21 22《町内回覧日》 23 24 25 26
●天塩町成人式 ★いきいきサロン

［老人福祉センター］
① 9 時 30 分～
② 13 時～

+ 産婦人科外来
○天塩小学校・啓徳
小学校・天塩中学校
修了式

+ 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○ 1 歳 6 ヵ月児健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

27 28 29 30 314月 1 2
+ 眼科外来 ○こども園卒園式 ○雄信内保育所修了式

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・３月の回覧日は 9 日と 23 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木
・あいあいクラブ ･･･　雄信内▶月
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令和４年度 天塩町はまなす学園大学
入学生募集のご案内

　現代社会を充実した社会生活にするた
めに、健康・スポーツ・社会問題など色々
な知識や生活技術を身につけ、現代社会
における生きがいを発見し、高めていく
ことを趣旨としています。
　年間 15 日間程度、主に社会福祉会館
で開設されます。

　入学の条件は、町内に居住する 60 歳
以上の方で、心身ともに健康で団体生活
や活動に支障がない方です。
　市街地にお住まいの方は町内５ヶ所の
送迎場所より、市街地以外にお住まいの
方は最寄りのバス停より送迎します。

●修学旅行（令和４年度は２泊３日で胆振地
方を予定しています。時期未定）
●郊外学習（令和４年度は増毛方面を予定）
●軽スポーツ（ゲートボール、フロアカーリ
ング等）
●趣味の拡充（ものづくり、絵手紙、講話等）
●このほか、ボランティア活動・視聴覚教室・
自治会活動等を行っています。

　年会費は 3,300 円（保険料含む）です。
　ただし、修学旅行などで別途徴収する
場合があります。

３月 31 日（木）までに、教育委員会へお申し込みください。

教育委員会 生涯学習係　☎ 2-1026

たくさんの入学生を

お待ちしています！
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　現在、国の補助事業及び交付金等を活用し、雄信内地区など農村部を中心とした市街地区以
外の光ブロードバンドサービス未提供エリアでの光ファイバー回線整備・工事実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響による世界的な資材不足に伴い、光ケーブル製造において
必要な部材の調達が困難な状況となり、光ケーブルの納入遅延が発生しております。そのため、
整備工事が遅延しています。整備事業者（NTT 東日本）より現時点で令和４年夏頃の整備完
了の見込みとの報告がありました。光回線サービスを待ち望まれていた住民・事業者の皆様に
おかれましては、光サービスの利用開始時期が遅れますこと心よりお詫び申し上げます。

整備事業者：東日本電信電話㈱（以下、NTT 東日本）
整備工事期間：令和 3 年３月下旬～令和４年夏頃（予定）

農村地区農村地区および および 雄信内地区雄信内地区でのでの

整備工事整備工事のの進捗状況進捗状況についてについて

 に関するお問い合わせ：総務課 企画広報係 ☎ 01632（2）1001 に関するお問い合わせ：総務課 企画広報係 ☎ 01632（2）1001開始開始
 に関するお問い合わせ：ＮＴＴ東日本　　  ☎ 0120（116）116 に関するお問い合わせ：ＮＴＴ東日本　　  ☎ 0120（116）116商品商品

光回線サービス光回線サービス

「光回線」整備の「光回線」整備の

にご注意！にご注意！

光回線の加入手続きは、光回線の加入手続きは、

にご案内しますにご案内します

　現在、町や NTT 東日本からは、農村地
区など未整備地域の光回線整備について、
サービス契約手続きを個別に連絡すること
は行っていません。光回線整備に関係があ
るような通信事業者を名乗り、「電話料金
や基本料金が安くなる」「工事費用が無料
になる」など、事実に反した説明をする勧
誘電話や訪問にご注意ください。

　光回線整備の工事完了後、町から改めて
加入手続きの案内をする予定です。それま
での間は、勧誘の電話や訪問は一切行いま
せんので、詐欺などの被害にあわないよう
ご注意ください。

　「料金が安くなる、無料になる」「契約をせかされる」「勧誘が強引」などを感じたら！

※契約してしまい契約書が届いた後、解約する場合は初期契約解除制度に
より、契約直後の一定期間であれば解約が可能です。

▲電気通信サービスの
　初期契約解除制度
　（総務省）

勧誘電話が来た時は ･･･勧誘電話が来た時は ･･･

・あいまいな返事をしないで断る

・会社名、担当者名など相手を確認

・家族や公的機関に相談

光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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小
学
校
入
学
児
童
・
中
学
校
卒
業
生
徒
の
ご
紹
介
／
マ
チ
の
伝
言
板

小
学
校
入
学
児
童
・
中
学
校
卒
業
生
徒
の
ご
紹
介

《
南　
　
　

町
》
岩

渕　

桜

和

《
新
栄
通
７
》
落　

合　

星　

斗

《
南
開
団
地
》
四　

戸　

香　

歩

《
南

町
》
相　

馬　

結　

衣

《
新
栄
通

10
》
髙　

柴　
　
　

結

《
山
手
裏
通
５
》
髙　

田　

あ
か
り

《
南
開
団
地
》
長

山　

な
な
み

《
南

町
》
支

倉　

羽

美

《
南

町
》
前

山　
　
　

蓮

《
富
士
見
団
地
》
松

田　

勇

翔

《
南

町
》
吉

田　
　
　

洸

新
入
学
児
童
は
い
ま
せ
ん
。

新
入
学
児
童
は
い
ま
せ
ん
。

天
塩
小
学
校

天
塩
小
学
校

啓
徳
小
学
校

啓
徳
小
学
校

ご入学・ご卒業ご入学・ご卒業
おめでとうおめでとう
ございます♪ございます♪

《
雄

信

内
》
阿　

部　

剛　

志

《
更
岸
中
央
》
荒　

瀬　
　
　

愛

《
更
岸
中
央
》
宇　

野　

遙　

菜

《
新
開
通
８
》
小　

林　

夏　

美

《
雄

信

内
》
笹　

本　

初　

音

《
南
開
団
地
》
佐　

藤　
　
　

怜

《
緑
新
団
地
》
髙　

橋　
　
　

槙

《
山
手
通
９
》
髙　

原　

琉　

愛

《
新
地
通

11
》
多　

田　

莉　

世

《
南

町
》
田　

中　

亜　

月

《
字　

川　

口
》
寺　

門　

純　

菜

《
字　

川　

口
》
寺　

門　

祐　

紀

《
字　

川　

口
》
寺　

門　

祐　

紀

《《
新
栄
通
３

新
栄
通
３
》
寺　

本　

有　

那

》
寺　

本　

有　

那

《
南　

川　

口
》
中　

谷　
　
　

光

《
南　

川　

口
》
中　

谷　
　
　

光

《《
東
雄
信
内

東
雄
信
内
》
西　

川　

綾　

人

》
西　

川　

綾　

人

《《
南
開
団
地

南
開
団
地
》
新　

田　

清　

佳

》
新　

田　

清　

佳

《
山
手
通
３
》
原　

田　

蒼　

珠

《
南　

川　

口
》
松　

原　

侑　

希

《
苗　
　
　

畑
》
三　

橋　

虹
々
南

《
新
栄
通
６
》
村　

上　

洸　

生

《
山
手
通
８
》
湯　

澤　

彩　

音

《
緑
新
団
地
》
吉　

田　

海　

星

《
新
栄
通
５
》
吉　

光　

佑
太
朗

天
塩
中
学
校

天
塩
中
学
校

※
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
同
意
を
い
た
だ

※
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
同
意
を
い
た
だ

い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

承
願
い
ま
す
。

祝祝

入
学
入
学

祝祝

卒
業
卒
業

海

上

保

安

庁

職

員

募

集

自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
４
年
10
月

採
用
の
職
員
（
海
上
保
安
学
校
学
生
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
》
３
月
18
日
（
金
）

～ 

３
月
25
日
（
金
）

■
試
験
日
程

《
第
一
次
試
験
》
５
月
15
日
（
日
）

■
受
験
資
格

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
13
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

令
和
４
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

■
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
６
２
（
２
２
）
０
１
１
８

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）
大
卒

程
度
試
験

《
資
格
》
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は

大
卒
（
見
込
み
含
））

《
受
付
期
間
》令
和
４
年
３
月
１
日（
火
）

～
４
月
14
日
（
木
）

《
試
験
期
日
》
１
次
試
験
：
４
月
23
日

（
土
）・
24
日
（
日
）

《
試
験
会
場
》
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
目
）

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
男
女

《
受
付
期
間
》
３
月
１
日
（
火
）
～
５

月
10
日
（
火
）

《
試
験
期
日
》
第
１
次
試
験
：
５
月
21

日
（
土
）
～
23
日
（
月
）（
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定
）

《
試
験
会
場
》
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
自
衛
官
候
補
生

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
男
女

《
受
付
期
間
》
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

《
試
験
期
日
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

〒
０
９
７-

０
０
０
１　

稚
内
市
末
広

５
丁
目
６
番
１
号　

稚
内
地
方
合
同
庁

舎
５
階

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７
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河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
併
せ
て
河
川
愛
護
思
想

を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

■
募
集
要
項

《
応
募
資
格
》
満
20
歳
以
上
の
健
康
な

方
で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね

５
㎞
以
内
に
居
住
さ
れ
、
河
川
に
接
す

る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の

あ
る
方

《
活
動
内
容
》

① 

毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ
タ
ー
区
間

の
河
川
に
関
し
て
、
河
川
の
利
用
、
河

川
の
環
境
等
の
河
川
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

② 

当
部
が
主
催
又
は
協
賛
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

《
モ
ニ
タ
ー
区
間
》

① 

留
萌
川
：
留
萌
市
高
砂
町 

第
９
留

萌
川
橋
梁
か
ら
留
萌
市
潮
静
大
和
田
橋

ま
で

② 

天
塩
川
：
天
塩
町
天
塩
川
河
口
か

ら
（
下
流
） 

天
塩
町
天
塩
川
河
川
公
園

北
端
ま
で

《
募
集
人
員
》
各
モ
ニ
タ
ー
区
間
に
つ

マ
チ
の
伝
言
板

き
１
名

《
任
期
》
令
和
４
年
５
月
１
日
（
日
）

～
令
和
４
年
10
月
31
日
（
月
）

《
報
酬
》 

４
，０
０
０
円
／
月

《
応
募
方
法
》
ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用

紙
に
次
の
①
～
⑥
を
記
載
の
上
、
以
下

の
応
募
先
ま
で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

応
募
願
い
ま
す
。
な
お
、
記
載
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

の
選
考
及
び

選
考
結
果
の
通
知
に
使
用
し
、
そ
れ
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

① 

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

② 

住
所
・
電
話
番
号

③ 

職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
）

④ 

活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
区

間
（
河
川
名
）

⑤ 

自
治
会
（
町
内
会
）
等
の
地
域
に

密
着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
会
の
名
称
と
役
職

⑥ 
そ
の
他
応
募
理
由
、
河
川
へ
の
感

想
等
あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ
い
。

《
募
集
締
切
》令
和
４
年
３
月
11
日（
金
）

※
必
着

《
選
考
方
法
》
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

自
治
会
等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に

参
加
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
、
留

萌
開
発
建
設
部
の
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

〒
０
７
７
‐
８
５
０
１ 

留
萌
市
寿
町

１
丁
目
68
番
地

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５ 

内

線
３
４
８

FAX
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
３
５

■
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書

を
作
成
し
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

又
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
方

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
税
の
納
付
は
期
限
内
に

　

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
納
期
限
は
３
月
15
日
（
火
）、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
期
限
は
３
月

31
日
（
木
）
で
す
。

　

期
限
内
納
付
の
た
め
の
納
税
資
金
の

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
に
つ
い
て

農
林
水
産
統
計
調
査
員

の
募
集
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
統
計
調
査
専
門
調
査
員
と

は
、
①
農
家
等
を
訪
問
し
、
経
営
概
況
・

経
営
収
支
・
労
働
時
間
等
の
把
握
を
行

う
「
経
営
統
計
」、
ま
た
は
②
水
稲
の

穂
数
・
も
み
数
な
ど
の
計
測
や
刈
取
調

査
、
農
作
物
の
作
付
け
や
生
育
な
ど
の

現
地
確
認
を
行
う
「
生
産
統
計
」
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
調
査
員
で
す
。

　

現
在
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
新
規

専
門
調
査
員
の
募
集
を
開
始
し
て
お

り
、
管
内
に
お
い
て
も
若
干
名
の
採
用

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
や
募
集
要
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
農
林

水
産
統
計
調
査　

専
門
調
査
員
っ
て
ど

う
い
う
仕
事
？
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

農
林
水
産
省 

北
海
道
農
政
事
務
所 

旭

川
地
域
拠
点

☎
０
１
６
６
（
３
０
）
９
３
０
４

令
和
４
年
度
訓
練
生
の

随
時
募
集
に
つ
い
て

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
令
和
４
年
度
の
訓
練
生
（
障
害
の

あ
る
求
職
者
）
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
項

《
訓
練
科
目
》

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科
・

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
・
総
合
実
務
科

《
募
集
人
員
》
各
科
若
干
名

《
願
書
受
付
期
間
》
令
和
４
年
４
月
６

日
（
水
）
ま
で

《
選
考
試
験
日
》
応
募
状
況
に
よ
り
別

途
定
め
ま
す

《
選
考
場
所
》
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

《
試
験
内
容
》
数
学
・
国
語
、
面
接

《
合
格
発
表
》
選
考
試
験
後
、
概
ね
１

週
間
後

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
（
５
２
）
２
７
７
４

FAX
０
１
２
５
（
５
２
）
９
１
７
７

ま
た
は
最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
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マ
チ
の
伝
言
板

4 月号へ掲載を

希望する方は、

3 月 9 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

　

ご
家
庭
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
方
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
、
鼻
水
等
が
付
着

し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み

を
捨
て
る
際
に
は
、『
ご
み
に
直
接
触

れ
な
い
』『
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
縛
っ

て
封
を
す
る
』『
ご
み
を
捨
て
た
後
は

手
を
洗
う
』こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★
ご
み
の
捨
て
方

① 

レ
ジ
袋
な
ど
の
別
の
袋
に
入
れ
て
、

マ
ス
ク
等
の
ご
み
に
触
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
し
っ
か
り
縛
っ
て
か
ら
、
指
定

の
「
紙
お
む
つ
等
」
の
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

使
用
済
み
マ
ス
ク
の

捨
て
方
に
つ
い
て

② 

ご
み
を
捨
て
た
後
は
、
せ
っ
け
ん

を
使
っ
て
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
は
、
日
差
し
も
強
く
積
雪
も
融

け
始
め
、
春
の
温
も
り
が
次
第
に
感
じ

ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

に
気
を
つ
け
た
い
災
害
の
ひ
と
つ
に

「
な
だ
れ
」
が
あ
り
ま
す
。
な
だ
れ
は
、

積
雪
の
多
い
１
～
２
月
だ
け
で
な
く
３

～
５
月
に
か
け
て
も
発
生
し
ま
す
。

　

な
だ
れ
に
は「
表
層
な
だ
れ
」と「
全

層
な
だ
れ
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
生

条
件
が
異
な
り
ま
す
。

　
「
表
層
な
だ
れ
」
は
、
古
い
積
雪
面

上
に
降
り
積
も
っ
た
新
雪
の
層
が
滑
り

な
だ
れ
に
つ
い
て

落
ち
る
現
象
で
、
気
温
が
低
く
降
雪
が

続
く
１
～
２
月
の
厳
冬
期
に
多
く
発
生

し
ま
す
。「
全
層
な
だ
れ
」
は
、
気
温

の
上
昇
等
に
よ
り
融
け
た
水
で
滑
り
や

す
く
な
っ
た
地
表
面
上
を
積
雪
層
全
体

が
滑
り
落
ち
る
現
象
で
、
３
～
４
月
の

融
雪
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。 

　

気
象
台
で
は
、
な
だ
れ
が
発
生
し
や

す
い
気
象
条
件
が
予
想
さ
れ
た
時
は

「
な
だ
れ
注
意
報
」
を
発
表
し
て
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
上
川
・
留
萌

地
方
の
な
だ
れ
注
意
報
は
、
①
表
層
な

全層なだれ

地面

すべり面
（弱層）

表層なだれ

地面

すべり面

だ
れ
を
想
定
し
て
「
24
時
間
降
雪
の
深

さ
30
㎝
以
上
」
を
予
想
し
た
場
合
、
②

全
層
な
だ
れ
を
想
定
し
て
「
積
雪
の
深

さ
50
㎝
以
上
で
、
日
平
均
気
温
５
℃
以

上
」を
予
想
し
た
場
合
に
発
表
し
ま
す
。

　

な
だ
れ
が
発
生
し
や
す
い
状
況
の
時

に
は
、
雪
の
多
い
地
域
に
住
ま
わ
れ
て

い
る
方
や
登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
で
多
雪

地
域
を
訪
れ
る
方
は
、
急
な
斜
面
や
雪

面
に
亀
裂
が
あ
る
な
ど
危
険
な
場
所
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
街
地
で
は
屋
根
か
ら
の
落
雪

の
お
そ
れ
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

気
象
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
現
在
の
積
雪
の

状
況
や
今
後
の
予
想
も
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
最
新
の
気
象
情
報
を
上

手
に
利
用
し
、
な
だ
れ
や
落
雪
な
ど
の

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

旭
川
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
６
（
３
２
）
７
１
０
２

※
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
電
話
窓
口

が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

☎
０
１
６
６
（
３
２
）
６
３
６
８
：
通

常
応
答 

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

☎
０
１
６
６
（
３
２
）
６
４
１
３
：
自

動
音
声 

終
日

https://w
w

w
.data.jm

a.go.jp/
asahikaw

a/index.htm
l

気
象
庁
「
今
後
の
雪
」
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.jm

a.go.jp/bosai/
snow

/

※
「
紙
お
む
つ
等
」
の
袋
に
入
れ
る
際

は
、
ご
み
が
袋
の
外
側
に
触
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
な
い
方
お
よ
び
感
染
の
疑
い
の
な
い

方
は
「
一
般
ご
み
」
の
袋
に
入
れ
て
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合

（
疑
い
含
む
）
も
同
様
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。嘔
吐
物
を
処
理
し
た
も
の（
新

聞
紙
・
雑
巾
・
手
袋
等
）
も
同
様
に
処

理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

☎
０
１
６
３
２
（
５
）
１
１
５
４

北海道総合計画を見直しました
　新型コロナウイルス感染症の拡大や、デジタル化・脱炭素
化の動きに対応するため、北海道総合計画を見直しました。
　道では、こうした重要課題への対応や北海道の強みを活か
した政策を、道民の皆さんとともに進めてまいります。

◆お問い合わせ先◆
北海道庁計画推進課
☎０１１（２０４）５６３０ 北海道総合振興計画
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協
力
隊
通
信

３
月
は

 「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
で
す

　

留
萌
振
興
局
で
は
、
強
化
月
間
中
、

給
与
・
預
金
等
財
産
の
差
し
押
さ
え
を

強
化
し
ま
す
。自
動
車
税
種
別
割
な
ど
、

道
税
に
未
納
の
あ
る
方
は
早
急
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
道
税
の
納
税
相
談
は
こ
ち
ら
◆

留
萌
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
４
１
８

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現

在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登

録
を
し
て
下
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め

に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。 く

る
ま
の
税
金

く
る
ま
の
税
金

自
動
車
税
種
別
割
の

　
　

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
（
７
４
６
）
１
１
９
０

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
自
動
車
税
種
別

割
住
所
変
更
届
（
電
子
申
請
）

http://w
w

w
.pref.hokkaido.

lg.jp/sm
/zim

/address/index.
htm

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
（
町
税
）
は
、

４
月
１
日
現
在
に
車
体
を
所
有
し
て
い

る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
の
車
体
を
廃
棄
す
る
時
は
、
印

鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
ご
持
参
の

上
税
務
係
窓
口
で
廃
車
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

住
民
課
税
務
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
５
０

★
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
）

軽
自
動
車
の
お
手
続
き
も

３
月
中
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い

　

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
大
吹
雪
の
翌

日
、
１
月
13
日
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
初
め
て
の
出
張
が
あ
り
、

天
塩
町
出
身
で
現
在
東
京
を
中
心
に

活
動
さ
れ
て
い
る
写
真
家
・
倭
田
宏

樹
さ
ん
の
写
真
展
を
運
営
支
援
す
る

た
め
、
札
幌
駅
前
地
下
広
場
の
チ
カ

ホ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
を
通
し
て
天
塩
町
で
働
く

方
々
や
こ
の
町
の
資
源
を
知
る
と
と

も
に
、
天
塩
町
出
身
で
あ
り
な
が
ら

札
幌
方
面
で
暮
ら
す
方
々
と
お
話
す

る
機
会
を
持
ち
、
色
あ
せ
る
こ
と
の

な
い
天
塩
町
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
老
若
男
女
た
く
さ
ん
の

人
々
が
間
近
に
写
真
を
眺
め
、
友
人

や
家
族
と
会
話
を
交
え
て
楽
し
む
姿

を
見
る
こ
と
で
改
め
て
“天
塩
町
力
”

を
感
じ
ま
し
た
。
毎
朝
、
開
催
時
間

の
前
か
ら
写
真
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
通
行
人
が
写
真
を
眺
め
、
ま

た
、
最
終
日
に
は
、
私
た
ち
が
撤
収

作
業
を
す
る
な
か
で
も
、
写
真
を

眺
め
る
方
が
ひ
き
も
き
ら
ず
、
あ
り

が
た
い
限
り
で
し
た
。
開
催
期
間
中

に
時
間
を
区
切
り
、
立
ち
止
ま
っ
て

写
真
を
見
る
方
の
数
を
数
え
る
と
１

時
間
あ
た
り
１
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。
写
真
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
り
、
宇
野

さ
ん
が
写
真
展
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
応

援
も
あ
る
な
か
、
充
実
し
た
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
の
一
番
の
お

気
に
入
り
は
「
て
し
お
仮
面
」。
プ
ロ

の
写
真
家
が
カ
メ
ラ
を
構
え
、
雑
誌

の
表
紙
撮
影
の
よ
う
な
緊
迫
感
の
な

か
で
行
わ
れ
た
撮
影
は
さ
ぞ
か
し
緊

張
さ
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
三
國
）
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毎
年
恒
例
の
新
春
書
き
初
め
展
が
社
会

福
祉
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）
で
２
日
間
に
わ

た
り
展
示
さ
れ
、
延
べ
31
名
の
方
が
来
場

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
覧
者
を
児
童

生
徒
の
父
兄
の
み
に
限
定
し
、
展
示
作
品

に
つ
い
て
も
奨
励
賞
・
金
賞
・
銀
賞
・
銅

賞
の
受
賞
作
品
の
み
に
限
選
し
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
課
題
は
学
年
ご
と
に
「
日
進
月

歩
」「
希
望
の
光
」「
創
造
」「
初
志
」「
栄

光
」
な
ど
新
年
に
相
応
し
い
文
言
で
、
ど

の
作
品
も
、
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
・
字

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
生
き
生
き

と
力
強
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

▼小中学生の力作が並んだ展示

新
春
書
き
初
め
展

　

町
出
身
で
現
在
、
東
京
を
拠
点
に
映
画

や
舞
台
、
芸
能
関
係
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
写

真
の
撮
影
を
手
が
け
、
活
躍
し
て
い
る
写

真
家
・
倭わ

だ田 

宏ひ
ろ
き樹 

氏
が
町
の
働
く
人
の

姿
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し
た
写
真
作
品
98
点

と
、
天
塩
中
学
生
３
年
生
が
地
域
学
習
の

授
業
で
取
り
組
み
生
徒
が
製
作
し
た
町
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
・
コ
ン
ペ
作
品
７
点
、
天
塩

町
ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
等
を
展

示
し
た
写
真
展
が
、
１
月
14
日
か
ら
16
日

ま
で
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
「
チ
・
カ
・

ホ
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

札
幌
圏
在
住
の
天
塩
町
出
身
者
、通
行
人
、

観
光
客
な
ど
３
日
間
で
述
べ
約
２
８
０
０

人
が
立
ち
寄
り
、
観
覧
し
ま
し
た
。
会
場

を
訪
れ
た
天
塩
町
出
身
の
70
代
女
性
は
、

「
何
人
も
知
っ
て
い
る
方
が
、
素
敵
な
姿

で
写
真
に
な
っ
て
い
て
感
激
し
ま
し
た
。

天
塩
に
住
ん
で
い
た
時
が
懐
か
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

倭
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
写
真
展
を
通

じ
て
地
域
の
た
め
に
、
誇
り
を
も
っ
て
働

い
て
い
る
人
の
姿
の
美
し
さ
や
躍
動
感
、

魅
力
を
写
真
作
品
と
し
て
都
市
の
人
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
機
に
地
方

の
魅
力
や
価
値
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
有
り
難
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲写真展紹介インタビュー動画を
You Tube でご覧いただけます（天
塩町出身、札幌で居酒屋を経営し
ながら動画クリエーターとして
YouTube で活動をしている本山昇
平さんが撮影・製作しました）。

町
出
身
写
真
家
に
よ
る
写
真
展

　

天
塩
中
学
校
卓
球
部
で
は
専
門
性
の
高

い
指
導
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス

マ
ー
ト
コ
ー
チ
を
活
用
し
、
札
幌
在
住

の
高
橋 

春
雄
さ
ん
、
丹
羽 
美
里
さ
ん
を

コ
ー
チ
と
し
て
遠
隔
で
指
導
を
受
け
て
い

ま
す
。
町
教
育
委
員
会
は
１
月
21
日
・
22

日
の
２
日
間
、
同
２
名
の
コ
ー
チ
を
招
聘

し
、
延
べ
13
名
の
部
員
が
対
面
で
の
短
期

集
中
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、
来
訪

指
導
さ
れ
た
国
体
で
の
監
督
を
務
め
た
経

験
を
有
す
る
北
海
道
卓
球
連
盟
常
任
理
事

で
あ
る
高
橋
コ
ー
チ
は
「
動
作
の
ス
ピ
ー

ド
感
覚
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
伝
え
る
の

が
困
難
だ
っ
た
が
、
今
回
、
対
面
で
指
導

す
る
こ
と
で
細
や
か
な
技
術
を
直
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
ま

し
た
。

▼高橋コーチから指導を受ける天中卓球部員

天
中
・
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ

マ
チ
の
話
題
（
１
月
13
日
～
２
月
８
日
）
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1 月末
--- 人　口 ----------------
２，８８９ 人  （－ １）

※（　）内は前月比

㊚１，４６５ 人 （± ０）

㊛１，４２４ 人 （－ １）
--- 世帯数 ----------------
１，４８７世帯（± ０）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
２
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
17
日
間
に
渡

り
開
催
さ
れ
た
北
京
２
０
２
２
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
天
塩
町
出
身
の
蜂
須
賀 

明
香

選
手
が
前
回
、
平
昌
大
会
に
続
き
２
大
会
連

続
で
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
ま
し

た
！

♪
さ
て
、
こ
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
い
う
競
技

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。「
バ
イ
」
は
ラ
テ

ン
語
で
２
つ
、「
ア
ス
ロ
ン
」
は
競
技
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃

を
組
み
合
わ
せ
た
競
技
の
こ
と
で
す
。
ス

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

山
手
通
３　
　
　

小　

林　

正　

一　

さ
ん

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

札
幌
市　
　
　
　

株
式
会
社
Ｈ
Ｄ
Ｃ　
　

様

ご
厚
志
の
紹
介

ご
厚
志
の
紹
介

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
山
手
通
３
）

小

林
　
ト
メ
子
　
さ
ん
（
73
歳
）

★
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

◆◆  

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

該
当
な
し

該
当
な
し

　
「
雪
の
妖
精
」
と
呼
ば
れ
る
シ
マ
エ
ナ
ガ
は
、

エ
ナ
ガ
の
地
域
個
体
群
で
北
海
道
に
の
み
分
布

し
て
い
ま
す
。
他
の
鳥
と
比
べ
て
、
冬
に
な
る

と
豊
富
な
羽
毛
に
包
ま
れ
、
ふ
わ
ふ
わ
感
、
も

ふ
も
ふ
感
に
溢
れ
、
“ぬ
い
ぐ
る
み
”
の
よ
う

で
す
。
そ
の
姿
と
は
対
照
的
に
気
性
が
荒
く
、

動
き
が
俊
敏
か
つ
速
い
こ
と
か
ら
、
撮
影
の
難

易
度
は
と
て
も
高
い
よ
う
で
す
。
今
回
の
写
真

は
、
１
秒
間
に
30
枚
撮
影
で
き
る
高
速
シ
ャ
ッ

タ
ー
で
捉
え
ら
れ
た
１
枚
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
、
天
塩
町

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
天
塩
町
の
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

天
塩
町
電
子
図
書
館
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
い
つ
で
も
電
子
図
書
を
借

り
ら
れ
ま
す
。
町
民
の
方
の
利

用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
・
同
乗
者
の
申

込
受
付
中
！

　

相
乗
り
交
通
事
業
を
利
用
し

ま
せ
ん
か
。
申
込
み
は
、☎（
２
）

１
０
０
１
又
は
上
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
ま
で

「
て
し
お 

こ
も
れ
び
の
森
」
の

シ
マ
エ
ナ
ガ

キ
ー
を
履
い
て
銃
で
獲
物
を
追
っ
た
北
欧
の
猟

師
が
起
源
と
い
わ
れ
、
競
技
と
し
て
は
18
世
紀

後
半
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
軍
人

が
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
種
目
と
し
て
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ
ア
ル
（
個

人
）、
パ
シ
ュ
ー
ト
（
個
人
追
い
抜
き
）、
ス
プ

リ
ン
ト
（
短
距
離
）、
リ
レ
ー
、
マ
ス
ス
タ
ー

ト
（
一
斉
ス
タ
ー
ト
）
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

ル
銃
を
扱
う
こ
と
か
ら
、
蜂
須
賀
選
手
を
含
む

今
回
の
北
京
五
輪
の
代
表
選
手
６
名
は
す
べ
て

自
衛
官
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
で
す
。
蜂
須
賀

選
手
の
大
会
で
の
活
躍
の
様
子
な
ど
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
記
事
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課
企
画

広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


